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高知県から得られたテンジクダイ科魚類 10種の記録

橘　皆希 1・岡村恭平 1, 2・松永　翼 1・遠藤広光 1

Ten species of apogonid fishes were collected from Kochi 
Prefecture, Japan: two specimens [26.8–29.4 mm standard length 
(SL)] of Apogon crassiceps Garman, 1903, three (16.0–35.8) of 
Foa fo Jordan and Seale, 1905, seven (66.6–79.2) of Nectamia 
bandanensis (Bleeker, 1854), six (27.9–64.5) of Ostorhinchus 
cookii (Macleay, 1881), 14 (26.6–68.6) of Ostorhinchus taenio-
phorus (Regan, 1908), two (30.4–56.8) of Ostorhinchus sp. L, 
one (45.6) of Pristiapogon exostigma (Jordan and Starks, 1906), 
14 (37.6–95.8) of Pristiapogon kallopterus (Bleeker, 1856), 
one (75.7) of Pseudamia hayashii Randall, Lachner and Fraser, 
1985, and two (19.0–21.1) of Siphamia tubifer Weber, 1909. 
These specimens represent new records of 10 species from Ko-
chi Prefecture (first specimen-based records of O. taeniophorus 
and S. tubifer) and the northernmost records for N. bandanensis.
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 Abstract

テンジクダイ科魚類（Apogonidae）は，体が側扁する，

眼と口が大きい，背鰭を 2基もつなどの特徴を有し，雄が

口内保育を行う生態が知られている（Mabuchi et al., 2014；

吉田・馬渕，2022）．また，本科魚類は夜行性であり，一

部の種では共生細菌や餌生物に由来する化学発光物質を

利用した発光器をもつ（Gon and Allen, 2012；林，2013; 

Mabuchi et al., 2014；吉田・馬渕，2022）．

2000年代以降，本科のうち，10亜属 100種以上を

含むテンジクダイ属 Apogon Lacepède, 1801は，分類体

系の再検討が進められた（馬渕ほか，2015）．それによ

り，Zoramia Jordan, 1917，Nectamia Jordan, 1917，および

Apogonichthyoides Smith, 1949などの属は，亜属から格上げ

された（Greenfield et al., 2005; Fraser, 2008; Fraser and Allen, 

2010；馬渕ほか，2015）．また，Mabuchi et al. (2014)は，

本科内の 33属・亜属 120種にのぼる網羅的な分子系統解

析により分類体系の再検討を行い，馬渕ほか（2015）は

Mabuchi et al. (2014)などが変更した新しい分類体系に対応

する標準和名を検討した．

本科魚類は世界に 4亜科 14族 39属約 360種が分布し，

おもに沿岸の岩礁域やサンゴ礁域に生息する（Mabuchi et 

al., 2014；馬渕ほか，2015；吉田・馬渕，2022）．日本国内

では，3亜科 13族 26属 107種が記録されている（馬渕ほか，

2015；吉田・馬渕，2022；本村，2024）．

著者らが行っている高知県沿岸の魚類相調査，およ

び高知大学理工学部海洋生物学研究室（BSKU）所蔵の

高知県産魚類の標本調査において，アカフジテンジクダ

イ Apogon crassiceps Garman, 1903，タイワンマトイシモ

チ Foa fo Jordan and Seale, 1905，バンダイシモチ Nectamia 

bandanensis (Bleeker, 1854)，スジイシモチ Ostorhinchus 

cookii (Macleay, 1881)，ミスジテンジクダイ Ostorhinchus 

taeniophorus (Regan, 1908)，ミスジテンジクダイ L 型

Ostorhinchus sp. L，ユカタイシモチ Pristiapogon exostigma 

(Jordan and Starks, 1906)，カスリイシモチ Pristiapogon 

kallopterus (Bleeker, 1856)，サビクダリボウズギスモドキ

Pseudamia hayashii Randall, Lachner and Fraser, 1985，およ

びヒカリイシモチ Siphamia tubifer Weber, 1909にそれぞれ

同定される標本が確認された．これら 10種の標本は，高

知県における各種の初記録もしくは標本に基づく初記録で

あり，またバンダイシモチは分布の北限を更新するため，

ここに報告する．

材料と方法
記載標本の計数・計測方法は中坊・中山（2013）と林

（2013）に，各種の学名は馬渕ほか（2015）と本村（2024）

に，それぞれしたがった．標準体長は体長または SLと表

記した．計測は両針コンパスとデジタルノギスを用いて
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0.01 mm単位まで行い，小数第 2位を四捨五入した．標本

の作製，登録，撮影，および固定は，本村（2009）と同

様の方法で行った．スジイシモチ属 Ostorhinchus Lacepède, 

1802の体側に見られる縦帯の表記について，Yoshida et al. 

(2010)などでは，体側背縁の縦帯を第 1縦帯とするのに対

し，林（2013）などでは体側背縁の縦帯を数えず，その次

の縦帯を第 1縦帯としている．本報告では，林（2013）の

表記にしたがった．記載標本はすべて，高知大学理工学部

海洋生物学研究室（BSKU）に保管されている．本報告で

用いた研究機関略号は以下のとおりである：BSKU（高知

大学理工学部海洋生物学研究室）；INM-1（ミュージアム

パーク茨城県自然博物館　動物資料）；KAUM（鹿児島大

学総合研究博物館）；RMNH（ライデン国立自然史博物館：

Rijksmuseum van Natuurlijke Historie, Leiden）．

Apogon crassiceps Garman, 1903

アカフジテンジクダイ　（Fig. 1A）

標本　2標本（体長 26.8–29.4 mm）：BSKU 89072，体

長 29.4 mm，土佐清水市　清水港，2006年 11月 24日；

BSKU 132986，体長 26.8 mm，香南市夜須町手結山　住吉

海岸，2022年 12月 24日，手網，熊木慧弥・松永　翼・

高梨佑真・南耕太朗．

同定　記載標本は，吻端が丸い，側線上方横列鱗数が
1.5，尾柄部側線上に不明瞭な縦帯があり，黒色素胞が二

等辺三角形状に分布する，体側鱗の後縁部が赤褐色（生鮮

写真がある BSKU 132986のみ）などの特徴が，Yoshida et 

al. (2010)，林（2013），および吉田（2014）が示したアカ

フジテンジクダイA. crassicepsの標徴とよく一致したため，

本種に同定された．

分布　本種は西太平洋に分布し，日本国内では伊豆諸
島（伊豆大島），神奈川県，宮崎県，鹿児島県本土，大隅

諸島（硫黄島，黒島，種子島，屋久島，口永良部島），奄

美群島（喜界島，奄美大島，徳之島，沖永良部島，与論

島），および沖縄諸島（沖縄島，瀬底島，渡嘉敷島，久米

島）からの記録がある（Yoshida et al., 2010；林，2013；吉田，

2014, 2019; Nakae et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018; 

Motomura and Uehara, 2020；田中ほか，2020; Fujiwara and 

Motomura, 2020; Jeong and Motomura, 2021；吉郷，2021；

工藤ほか，2022；出羽ほか，2022; Motomura, 2023；本田

ほか，2024；阿部ほか，2024；前田ほか，2024）．本報告

により，新たに高知県での分布も確認された．

採集地の環境　本種は，浅海（水深 5.0 m付近）のサ

ンゴ礁域や岩礁域に生息する（林，2013；吉田・馬渕，

2022）．香南市夜須町住吉海岸産の個体（BSKU 132986）

は，夜間大潮干潮時に形成される水深 0.5 mほどのタイド

プール内の岩の窪みから採集された．また，同所では第 3

著者によってコミナトテンジクダイ Apogon kominatoensis 

Ebina, 1935やミスジテンジクダイ（Fig. 1E：後述）などが

確認された．

Foa fo Jordan and Seale, 1905

タイワンマトイシモチ　（Figs. 1B, 2A）

標本　3個体（体長 16.0–35.8 mm）：BSKU 120201，体

長 35.8 mm，土佐市宇佐町井尻　宇津賀，2008年 12月 14日；

BSKU 136972，体長 16.5 mm，BSKU 137225，体長 16.0 

mm，安芸郡東洋町甲浦，2024年 6月 30日，手網，難波拓登．

同定　記載標本は，両顎に大きな犬歯状歯がない，側
線は不完全で第 2背鰭下にまでしか達しない，口蓋骨歯が

ある，頭部および体側に 5本の不規則な暗色帯と白色斑が

ある，尾鰭基部にある 3個の白色斑は暗色帯に含まれる（各

色彩の特徴は，生時の写真がある BSKU 136972, 137225の

み）などの特徴が，Fraser and Randall (2011)や林（2013）

が示したタイワンマトイシモチ F. foの標徴とよく一致し

たため，本種に同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し，日本国
内では静岡県，三重県，和歌山県，日向灘，鹿児島県本土，

大隅諸島（種子島，屋久島，口永良部島），奄美群島（喜界島，

奄美大島，徳之島，沖永良部島，与論島），沖縄諸島（沖

縄島，伊江島，渡嘉敷島），宮古諸島，および八重山諸島（西

表島，与那国島）からの記録がある（Yoshida et al., 2010; 

Fraser and Randall, 2011；林，2013；吉郷，2014, 2021；吉

田，2014, 2019, 2022; Iwatsuki et al., 2017；木村ほか，2017; 

Nakae et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018; Fujiwara 

and Motomura, 2020；和田ほか，2021；赤池ほか，2021; 

Motomura, 2023；本田ほか，2024；古𣘺ほか，2024）．本

報告により，新たに高知県での分布も確認された．

採集地の環境　本種は沿岸内湾性で，アマモ場周辺に
多いとされる（林，2013）．BSKU 136972, 137225は，コ

アマモ Zostera japonicaの群生地で採集された．同所では

ウミヒルモ Halophila ovalisも確認され，本種以外の魚類

では，ウチウミマダラエソ Saurida nebulosa Valenciennes, 

1850，カマスベラ Cheilio inermis (Forsskål, 1775)，カミナ

リ ベ ラ Stethojulis interrupta terina Jordan and Snyder, 1902

などが採集された（難波拓登氏，私信）．また，BSKU 

120201は採集地の詳細な環境は不明であるものの，閉

鎖的な内湾である浦ノ内湾内で採集されたことから，林

（2013）が示した本種の生息環境と一致する．

Nectamia bandanensis (Bleeker, 1854)

バンダイシモチ　（Figs. 1C, 2B）

標本　7個体（体長 66.6–79.2 mm，すべて幡多郡大月
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Fig. 1. Photographs of 10 species of apogonids from Kochi Prefecture, Japan. A: Apogon crassiceps, BSKU 132986, 26.8 mm SL, 
Konan City; B: Foa fo, BSKU 136972, 16.5 mm SL, Toyo Town, Aki District; C: Nectamia bandanensis, BSKU 134688, 72.6 
mm SL, Kashiwa-jima island; D: Ostorhinchus cookii, BSKU 131178, 49.3 mm SL, Konan City; E: Ostorhinchus taeniophorus, 
BSKU 134967, 57.6 mm SL, Konan City; F: Ostorhinchus sp. L, BSKU 79706, 30.4 mm SL, Tosa-shimizu City; G: Pristiapogon 
exostigma, BSKU 134635, 45.6 mm SL, Kashiwa-jima island; H: Pristiapogon kallopterus, BSKU 134632, 71.5 mm SL, Kashi-
wa-jima island; I: Pseudamia hayashii, BSKU 102720, 75.7 mm SL, Sukumo City; J: Siphamia tubifer, BSKU 55272, 21.1 mm 
SL, Hime-shima island. A, C–E, G, H: fresh specimens; B, F, I, J: preserved specimens.
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町柏島産）：BSKU 134512，体長 75.1 mm，2023年 9月

2 日，釣り，平井秀典；BSKU 134513，体長 71.8 mm，

BSKU 134514，体長 66.6 mm，2023年 8月 15日，釣り，

難波拓登；BSKU 134688，体長 72.6 mm，2023年 10月 1

日，釣り，平井秀典・西村颯人．BSKU 137002，体長 71.2 

mm，BSKU 137027，体長 78.6 mm，2024年 8月 18日，釣

り，大西智也・田中貴晴・饗場空璃・武居佳穗；BSKU 

137090，体長 79.2 mm，2024年 9月 19日，釣り，森﨑茉優・

橘　皆希．

同定　記載標本は，体高が体長の 42%以上である，頬

の暗色斜帯は二等辺三角形で，輪郭が不明瞭，体側に側線

を横断する 3本の暗色横帯があり，尾柄に位置する暗褐色

横帯は側線より下方でも明瞭，尾鰭は薄暗色で，上縁と下

縁に暗色帯がないなどの特徴が，Fraser (2008)や林（2013）

が示したバンダイシモチ N. bandanensisの標徴とよく一致

したため，本種に同定された．

分布　本種は西太平洋に分布し，日本国内では小笠原
諸島（父島），宮崎県，大隅諸島（竹島，種子島，屋久島，

口永良部島），奄美群島（奄美大島，徳之島，沖永良部島，

与論島），沖縄諸島（沖縄島，瀬底島，伊江島，渡嘉敷島），

宮古諸島，および八重山諸島（西表島，与那国島）からの

記録がある（Fraser, 2008; Yoshida et al., 2010；林，2013；

吉田，2014, 2019；吉郷，2014; Koeda et al., 2016b；木村ほ

か，2017; Nakae et al., 2018；吉野・瀬能，2018; Mochida 

and Motomura, 2018; Motomura and Uehara, 2020；村瀬ほか，

2021; Jeong and Motomura, 2021; Motomura, 2023）．本報告

により，新たに高知県での分布も確認された．また，これ

までの本種の北限記録は宮崎県東臼杵郡門川町であるため

（村瀬ほか，2021），記載標本は本種の分布北限を更新する．

採集地の環境　本種は，サンゴ礁外縁やサボテングサ
属（Halimeda）の藻場，礫底の水深 10–30 m付近に生息す

る（Fraser, 2008; Yoshida et al., 2010；林，2013；吉野・瀬

能，2018）．記載標本は，幡多郡大月町柏島の漁港の岸壁

付近から釣獲された．採集地の海底環境は，巨礫を中心と

した傾斜地で，岸壁にはウミトサカ類やキサンゴ類も見ら

れる（神田，1999；本研究）．同所での魚類相調査では，

他の本科魚類は，スダレヤライイシモチ Cheilodipterus 

intermedius Gon, 1993（BSKU 137004ほか），リュウキュ

ウヤライイシモチ Cheilodipterus macrodon (Lacepède, 1802)

（BSKU 135974 ほか），シボリ Fowleria variegata (Valen-

ciennes, 1832)（BSKU 135975），アオスジテンジクダイ

Ostorhinchus aureus (Lacepède, 1802)（BSKU 137091 ほ

か），オオスジイシモチ Ostorhinchus doederleini (Jordan and 

Snyder, 1901)（BSKU 137088ほか），キンセンイシモチ

Ostorhinchus wassinki (Bleeker, 1860)（BSKU 137193ほか），

および高知県初記録となるユカタイシモチ（Figs. 1G, 2C：

後述）とカスリイシモチ（Figs. 1H, 2D：後述）が得られた．

備考　林（2013）が示したバンダイシモチの特徴は眼

が大きく，頭長が眼径の 2.2–2.3倍としたが，本報告で用

いた記載標本の変異幅は 2.6–2.8倍であり，一致しなかっ

た．一方，Fraser (2008: table 3)が示した計測値から，本種

のネオタイプ（RMNH.PISC. 5584, 71.2 mm SL）の頭長を

計算すると，眼窩径の 2.6倍となる（したがって，頭長は

眼径の 2.6倍以上）．このことから，林（2013）が示した

Fig. 2. Live individuals of three apogonids from Kochi Prefecture, Japan. A: Foa fo, BSKU 136972; B: Nectamia bandanensis, BSKU 
134513; C: Pristiapogon exostigma, BSKU 134635; D: Pristiapogon kallopterus, BSKU 134632.
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上記の特徴は，他種との有効な識別形質ではないと考えら

れる．

Ostorhinchus cookii (Macleay, 1881)

スジイシモチ　（Fig. 1D）

標本　6個体（体長 27.9–64.5 mm）：BSKU 87893，体長

38.6 mm，土佐市宇佐町竜　白ノ鼻，2006年 10月 12日，

森田　仁・岡本沙知・兒玉夏樹；BSKU 99923，体長 27.9 

mm，須崎市大谷　中ノ島，2009年 9月 17日，劔物健太；

BSKU 101345，体長 30.9 mm，須崎市大谷　中ノ島，2009

年 11月 15日，劔物健太；BSKU 106404，体長 64.5 mm，

幡多郡黒潮町熊野浦，2010年 11月 2日，スクーバ採集，

戸瀬憲人；BSKU 131178，体長 49.3 mm，BSKU 131259，

体長 40.2 mm，香南市夜須町手結山　塩谷海岸，2021年

11月 21日，水深 0.5–1.0 m，手網，井上裕太・熊木慧弥．

同定　記載標本は，尾柄中央に瞳孔大の黒色斑がある，
体側に 5本の縦帯がある，第 2縦帯が第 2背鰭起部直下付

近で終わるなどの特徴が，Yoshida et al. (2010)や林（2013）

が示したスジイシモチ O. cookiiの標徴とよく一致したた

め，本種に同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し，日本国
内では小笠原諸島（母島），千葉県，神奈川県，静岡県，

山口県（響灘），五島列島，鹿児島県本土，大隅諸島（種

子島，屋久島，口永良部島），トカラ列島（口之島，小宝島，

宝島），奄美群島（喜界島，奄美大島，徳之島，沖永良部

島，与論島），沖縄諸島（沖縄島，瀬底島，伊江島，奥武島，

渡嘉敷島，久米島），宮古諸島（下地島），八重山諸島（石

垣島，西表島，与那国島），および大東諸島（南大東島）

からの記録がある（Mabuchi et al., 2004；坂井ほか，2009; 

Yoshida et al., 2010；林，2013；吉田，2014, 2019, 2022；吉郷，

2014, 2021；土井ほか，2015; Koeda et al., 2016b；木村ほか，

2017; Nakae et al., 2018；吉野・瀬能，2018; Mochida and 

Motomura, 2018；園山ほか，2020; Motomura and Uehara, 

2020; Fujiwara and Motomura, 2020; Motomura, 2023；本田ほ

か，2024）．本報告により，新たに高知県における標本に

基づいた記録が得られた．

備考　柏島の魚類相を調査した平田ほか（1996）では

スジイシモチは未記録であったが，坂井ほか（2009）は平

田智法氏の未発表データとして，その後に同所での調査で

確認されたと述べた．したがって，記載標本は，本種の高

知県における確かな記録となる．

Ostorhinchus taeniophorus (Regan, 1908)

ミスジテンジクダイ　（Fig. 1E）

標本　14個体（体長 26.6–68.6 mm）：BSKU 73259，体

長 31.5 mm，土佐清水市養老，2004年 9月 16日，島田昌

宏；BSKU 74078（2標本），体長 26.6‒45.1 mm，土佐清水

市養老，2004年 11月 26日；BSKU 79655，体長 34.4 mm，

土佐清水市　清水港，2006年 7月 14日；BSKU 88561，

体長 68.6 mm，土佐清水市　清水港，2006年 10月 26日；

BSKU 97096，体長 43.0 mm，須崎市浦ノ内下中山　白鷺，

2008年 12月 11日，山本俊介；BSKU 101169（2標本），

体長 43.4‒53.6 mm，土佐市宇佐町井尻，2009年 11月 5

日，山本俊介；BSKU 106372，体長 59.8 mm，土佐清水市

養老，2011年 11月 24日，高橋佳大；BSKU 131179，体

長 31.9 mm，BSKU 131180，体長 47.6 mm，BSKU 131223，

体長 50.6 mm，香南市夜須町手結山　塩屋海岸，2021年

11月 21日，水深 0.5–1.0 m，手網，熊木慧弥・井上裕太；

BSKU 134966，体長 51.9 mm，BSKU 134967，体長 57.6 

mm，香南市夜須町手結山　住吉海岸，2023年 11月 27日，

水深 0.5 m，手網，松永　翼．

同定　記載標本は，体側にあるすべての縦帯が暗褐色
または濃褐色，第 2縦帯が鰓蓋上端付近で終わる，第 2縦

帯の後方は第 1縦帯に達しない，体側中央の第 3縦帯が尾

柄後端で終わり，末端は 1暗色斑状となるなどの特徴が，

Yoshida et al. (2010)や林（2013）が示したミスジテンジク

ダイ O. taeniophorusの標徴とよく一致したため，本種に同

定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し，日本国
内では小笠原諸島（父島，南鳥島），伊豆諸島（伊豆大島），

千葉県，神奈川県，静岡県，和歌山県，鹿児島県本土，大

隅諸島（硫黄島，黒島，種子島，屋久島，口永良部島），

五島列島，奄美群島（喜界島，奄美大島，沖永良部島，与

論島），沖縄諸島（渡嘉敷島），および八重山諸島（西表島，

与那国島）からの記録がある（Mabuchi et al., 2004; Yoshida 

et al., 2010；林，2013；吉田，2014, 2019, 2022; Koeda et al., 

2016b; Tose et al., 2017；木村ほか，2017; Nakae et al., 2018; 

Motomura and Uehara, 2020; Fujiwara and Motomura, 2020; 

Jeong and Motomura, 2021；吉郷，2021；工藤ほか，2022; 

Motomura, 2023；本田ほか，2024）．本報告により，新た

に高知県での分布も確認された．

採集地の環境　本種は内湾の礫底や，浅海の岩礁およ
びサンゴ礁に生息することが知られる（林，2013）．香南

市夜須町の塩谷海岸と住吉海岸で採集された 5個体（BSKU 

131179, 131180, 131223, 134966, 134967）は，夜間の大潮干

潮時に形成されるタイドプール内と波打ち際の岩場周辺か

ら得られた．また，両所において，第 3著者が記載標本以

外にも本種の複数個体を確認した．加えて，塩谷海岸では

上記のスジイシモチ（BSKU 131178, 131259: Fig. 1D）が得

られた．

備考　阿部ほか（2024: fig. 4F）がタスジイシモチ

Ostorhinchus novemfasciatus (Cuvier, 1828)とした口永良部
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島産の標本写真（KAUM–I. 175185, 23.7 mm SL）は，林

（2013）が示したタスジイシモチの特徴である第 1・3縦帯

が尾柄後端を越えて尾鰭に達することは一致するが，体側

の第 2縦帯が尾鰭後端に達する，体側の第 2縦帯の幅が不

均一といった特徴が一致しない．一方，Yoshida et al. (2010)

と林（2013）が示したミスジテンジクダイの特徴である体

側にあるすべての縦帯が暗褐色または濃褐色，第 2縦帯が

鰓蓋上端付近で終わる，第 2縦帯の後方が第 1背鰭下方の

第 1縦帯まで達しない，体側中央の第 3縦帯末端が 1暗色

斑状となることから，写真個体は本種の誤同定と考えられ

る．

Ostorhinchus sp. L
ミスジテンジクダイ L型　（Fig. 1F）

標本　2個体（体長 30.4–56.8 mm）：BSKU 61962，体長

56.8 mm，香南市夜須町手結山，2002年 12月 18日，スクー

バ採集，遠藤広光・平松　亘・野川悠一郎；BSKU 79706，

体長 30.4 mm，土佐清水市　清水港，2006年 7月 20日．

同定　記載標本は，体側にあるすべての縦帯が暗褐色
または濃褐色，第 2縦帯が鰓蓋上端付近で終わる，体側中

央の第 3縦帯が尾柄部後端を通り，尾鰭後端まで延長す

る，末端は 1暗色斑状にならないなどの特徴が，Yoshida 

et al. (2010)や林（2013）が示したミスジテンジクダイ L

型 Ostorhinchus sp. Lの標徴とよく一致したため，本種に

同定された．

分布　日本国内では静岡県，愛媛県，大隅諸島（屋久島，
口永良部島），奄美群島（徳之島，沖永良部島，与論島），

沖縄諸島（沖縄島，瀬底島），および八重山諸島（西表

島）からの記録がある（Mabuchi et al., 2004; Yoshida et al, 

2010；林，2013；吉田，2014, 2019; Mochida and Motomura, 

2018；吉郷，2021）．本報告により，新たに高知県での分

布も確認された．

備考　Yoshida et al. (2010)は，本種の体側にある第 2縦

帯の後部は上方に伸長し，第 1縦帯に達するとした．一方

で記載標本は，第 2縦帯の後部が不明瞭（BSKU 61962），

もしくは第 2縦帯の後部は上方に伸長せずに第 1縦帯に達

する（BSKU 79706）点で，前記した特徴とはやや異なる．

しかし，これらを除いた上記の標徴は一致することから，

記載標本の色彩は種内変異もしくは標本の保存状態に起因

すると考えられる．

Pristiapogon exostigma (Jordan and Starks, 1906)

ユカタイシモチ　（Figs. 1G, 2C）

標本　BSKU 134635，体長 45.6 mm，幡多郡大月町柏島，

2023年 10月 18日，釣り，岡村恭平・和田一歩．

同定　記載標本は，上顎後端が眼の後縁に達しない，
体側に 1暗色縦帯がある，体長が体高の 3.1倍で体高が低

い，第 2背鰭基底部に 1暗色鞍状斑がない，尾柄部の縦帯

より上に瞳孔より小さい黒色斑がある，体は銀白色などの

特徴が，Yoshida et al. (2010)や林（2013）が示したユカタ

イシモチ P. exostigmaの標徴とよく一致したため，本種に

同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し，日本国
内では和歌山県，愛媛県，福岡県，大隅諸島（竹島，種

子島，屋久島），トカラ列島（中之島，小宝島），奄美群島

（喜界島，奄美大島，与路島，徳之島，沖永良部島，与論島），

沖縄諸島（沖縄島，伊江島，渡嘉敷島），宮古諸島，八重

山諸島（石垣島，西表島，与那国島），および大東諸島（南

大東島）からの記録がある（坂井ほか，2009; Yoshida et 

al., 2010；林，2013；吉田，2014, 2019; Koeda et al., 2016a, 

b; Tose et al., 2017; Nakae et al., 2018；吉野・瀬能，2018; 

Mochida and Motomura, 2018; Fujiwara and Motomura, 2020; 

Motomura and Uehara, 2020; Jeong and Motomura, 2021；吉郷，

2021; Abe et al., 2023; Motomura, 2023）．本報告により，新

たに高知県での分布も確認された．

備考　本種の生時の色彩は，体側の暗色縦帯や尾柄部
の黒色斑がやや不明瞭であるが，これらの形質は固定後，

明瞭に出現した（Figs. 1G, 2C）．

本種は岩礁域に単独で生息することが知られており

（林，2013；吉野・瀬能，2018），記載標本も同様であった

（採集地の環境の詳細は，バンダイシモチの項を参照）．ま

た，高知県沿岸の魚類相調査において，本種が得られたの

は当該標本のみであることから，黒潮によって南方から高

知県沿岸に輸送され，偶発的に出現したものと考えられる．

Pristiapogon kallopterus (Bleeker, 1856)

カスリイシモチ　（Figs. 1H, 2D）

標本　14個体（体長 37.6–95.8 mm）：BSKU 61966，体

長 57.1 mm，香南市夜須町手結山，2002年 12月 18日，

スクーバ採集，遠藤広光・平松　亘・野川悠一郎；BSKU 

111620，体長 60.2 mm，宿毛市沖の島町母島　古屋野，

2013年 9月 25日，釣り，山川　武ほか；BSKU 131443，

体長 37.6 mm，土佐市宇佐町宇佐，2021年 12月 21日，水

深 1.0 m，手網，高梨佑真；BSKU 134632，体長 71.5 mm，

BSKU 134633，体長 66.4 mm，BSKU 134634，体長 40.9 

mm，幡多郡大月町柏島，2023年 10月 18日，釣り，岡

村恭平・和田一歩；BSKU 134666，体長 77.2 mm，幡多郡

大月町柏島，2023年 10月 22日，釣り，橘　皆希・岡村

恭平；BSKU 134800，体長 74.4 mm，幡多郡大月町柏島，

2023年 11月 13日，釣り，橘　皆希・岡村恭平・松永　翼；

BSKU 135043，体長 86.1 mm，幡多郡大月町一切，2024年
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1月 6日，水深 5.0 m，釣り，中垣内颯大；BSKU 135976，

体長 84.8 mm，幡多郡大月町柏島，2024年 4月 28日，釣

り，橘　皆希・岡村恭平・松永　翼・太田　翔・奥田蒼史；

BSKU 136305，体長 70.1 mm，幡多郡大月町柏島，2024

年 4月 6日，水深 1.0 m，手網，西村颯人；BSKU 136970，

体長 89.4 mm，幡多郡大月町柏島，2024年 8月 7日，釣り，

橘　皆希・饗場空璃・森﨑茉優；BSKU 136981，体長 92.8 

mm，幡多郡大月町柏島，2024年 8月 11日，釣り，森﨑茉優・

橘　皆希・小西隆之介；BSKU 137192，体長 95.8 mm，幡

多郡大月町柏島，2024年 10月 6日，釣り，橘　皆希・岡

村恭平・高梨佑真・太田　翔．

同定　記載標本は，上顎後端が眼の後縁に達しない，
体側に 1暗色縦帯がある，体高が高く，体長が体高の 2.6–2.8

倍（BSKU 131443を除く），第 2背鰭基底部に 1暗色鞍状

斑がある，第 1背鰭前部の鰭膜が黒色，尾柄部に 1黒色斑

があり側線の上部に位置する，体が桃色みを帯びた淡褐色

などの特徴が，Yoshida et al. (2010)や林（2013）が示した

カスリイシモチ P. kallopterusの標徴とよく一致したため，

本種に同定された．

分布　本種はインド・太平洋に広く分布し，日本国内
では小笠原諸島，伊豆諸島（伊豆大島，八丈島），茨城

県，静岡県，和歌山県，宮崎県，大隅諸島（竹島，硫黄

島，黒島，種子島，屋久島，口永良部島），奄美群島（喜

界島，奄美大島，徳之島，沖永良部島，与論島），沖縄諸

島（沖縄島，伊江島，渡嘉敷島），宮古諸島（宮古島），八

重山諸島（西表島，与那国島），および大東諸島（南大東

島）からの記録がある（Yoshida et al., 2010；林，2013；吉

田，2014, 2019; Koeda et al., 2016b; Tose et al., 2017；木村

ほか，2017; Nakae et al., 2018；吉野・瀬能，2018; Mochida 

and Motomura, 2018; Fujiwara and Motomura, 2020；藤原ほ

か，2020；村瀬ほか，2021; Jeong and Motomura, 2021；吉郷，

2021; Abe et al., 2023; Motomura, 2023；本田ほか，2024；

外山ほか，2024）．本報告により，新たに高知県での分布

も確認された．

備考　記載標本のうち，BSKU 131443の体高はやや低

く，体長が体高の 3.0倍であった．これは，林（2013）が

示した変異幅（2.6–2.9倍）を外れる．しかし，当該標本

は体長が 37.6 mmと小型個体であり，林（2013）が示し

た範囲に近い値であること，そして外山ほか（2024）が報

告した小型個体（INM-1-123904，体長 42.9 mm，INM-1-

123905，体長 40.2 mm）も変異幅から外れるが，成長段階

に起因するものと述べたことから，本個体も同様に成長変

異によるものと判断した．

本種の生時の色彩は，第 1背鰭前部の黒色鰭膜が確認

できたが，胸鰭上部から尾柄中央にかけての暗色縦帯や尾

柄部の 1黒色斑，第 2背鰭基底部の暗色鞍状斑は不明瞭で

あった（Fig. 2D）．固定後に，これらの形質は明瞭に出現し，

特に尾柄部の 1黒色斑は顕著である（Fig. 1H）．

本種は，2023年 10月以降，柏島周辺で継続して採集と

確認がされていたことや，2024年に採集された記載標本

は，体長が大きい傾向にあることから，黒潮により南方か

ら高知県沿岸に輸送され，その後，越冬したことが示唆さ

れる．加えて，2023年 10–11月にかけて行われた柏島で

の魚類相調査において，幅広い体長の標本が得られたこと

から（40.9–77.2 mm SL；採集地の環境の詳細は，バンダ

イシモチの項を参照），再生産に至っている可能性もある．

Pseudamia hayashii Randall, Lachner and Fraser, 1985

サビクダリボウズギスモドキ　（Fig. 1I）

標本　BSKU 102720，体長 75.7 mm，宿毛市小筑紫町栄

喜，2009年 10月 31日，木下幸紀．

同定　記載標本は，尾鰭に黒色斑がない，体が大きな
円鱗で被われ，前鼻孔の皮弁が短い，眼窩間域が凸状，眼

の後方に１黒色斑がない，発達した鰓耙数が 8などの特

徴が，Randall et al. (1985)や林（2013）が示したサビクダ

リボウズギスモドキ P. hayashiiの標徴とよく一致したた

め，本種に同定された．

分布　本種は西太平洋に分布し，日本国内では静岡県，
和歌山県，鹿児島県本土，奄美群島（奄美大島），沖縄諸島，

および宮古諸島（宮古島）からの記録がある（Randall et 

al., 1985；林，2013; Tose et al., 2017; Nakae et al., 2018；吉田，

2019, 2022；本田ほか，2024）．また，写真や標本に基づく

記録はないものの，屋久島においても本種が確認されてい

る（Yoshida et al., 2010）．本報告により，新たに高知県で

の分布も確認された．

備考　本種は水深 64 m以浅でみられ，海底洞窟やサン

ゴ礁の岩棚，岩穴などの奥に潜む（Randall et al., 1985；林，

2013；吉田，2022）．ヌメリテンジクダイ属 Pseudamia 

Bleeker, 1865の多くは本種と同様の環境に生息するため，

採集する機会に乏しく，標本を得ることが困難である

（Randall et al., 1985; Randall and Ida, 1993；林，2013）．

Siphamia tubifer Weber, 1909

ヒカリイシモチ　（Fig. 1J）

標本　2個体（体長 19.0–21.1 mm）：BSKU 55261，体長

19.0 mm，BSKU 55272，体長 21.1 mm，宿毛市沖の島町鵜

来島　姫島，2001年 7月 10日，片山英里．

同定　記載個体は，咽頭部から臀鰭基底にかけて発光
腺がある，第 1背鰭が 7棘，胸鰭条数が 15などの特徴が，

Gon and Allen (2012)や林（2013）が示したヒカリイシモチ

S. tubiferの標徴とよく一致したため，本種に同定された．

分布　本種はインド・西太平洋に広く分布し，日本国
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内では小笠原諸島（父島・南島），伊豆諸島（八丈島），日

向灘，鹿児島県本土，大隅諸島（屋久島），奄美群島（奄

美大島，沖永良部島），沖縄諸島（沖縄島，屋我地島，

瀬底島，伊江島，渡嘉敷島），および八重山諸島（西表

島）からの記録がある（Yoshida et al., 2010; Gon and Allen, 

2012； 林，2013； 吉 郷，2014, 2021； 吉 田 ほ か，2017; 

Iwatsuki et al., 2017; Nakae et al., 2018；吉野・瀬能，2018；

吉田，2019, 2022；赤池ほか，2021；吉田・馬渕，2022）．

ただし，屋久島の記録については不確実とされる（Yoshida 

et al., 2010；吉田ほか，2017）．Tose et al. (2017)は高知県柏島，

横浪半島，および和歌山県東牟婁郡串本町で水中目視調査

を行い，柏島で本種の分布を確認した．したがって，本報

告により，新たに高知県における標本に基づいた記録が得

られた．

備考　本種は水深 0.5–100 mで採集され，ガンガゼ属

（Diadema）と共生し，1個体のガンガゼ属の棘の間で群

れを作るが，オニヒトデ Acanthaster planciでも同様に群

れをなすことが知られている（Gon and Allen, 2012；林，

2013）．

本種は全長 2.5 cm以上で成熟することが知られ（林，

1984），全長 27.0 mmの BSKU 55272は成魚と判断される．

加えて，柏島では本種の再生産が確認されている（Tose et 

al., 2017: fig. S2）．吉田ほか（2017）は，薩摩半島西側の

個体群について，4–5月に産卵期を迎えると述べた．一方，

柏島で撮影された個体は，6月下旬に口内保育を行ってい

たため（Tose et al., 2017: fig. S2），高知県西南部の個体群

では，6月前後が産卵期と考えられる．

本種の分布は上記のとおりで，本州沿岸における記録

はない．しかし，高知県沿岸では本種が再生産しているこ

と，ガンガゼ属が房総半島以南の太平洋沿岸に分布するこ

と（張，2019）を考慮すると，房総半島から紀伊半島にか

けての黒潮流域からも，今後本種の標本が得られる可能性

がある．
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